
三
\

役
員
の
氏
名
の
変
更

変
更
前

小
林

隆
夫

変
更
後

名
護

弘
貴

]

変
更
年
月
日

平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
日

四
\

評
価
の
業
務
を
行
う
部
門
の
専
任
の
管
理
者
の
氏

名
の
変
更

変
更
前

小
林

隆
夫

変
更
後

名
護

弘
貴

]

変
更
年
月
日

平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
日

平成™š年˜˜月˜日 火曜日 第œ��˜号官 報
〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
九
十
一
号

次
の
船
舶
国
籍
証
書
を
無
効
と
し
た
の
で
、
船
舶
法
施

行
細
則
（
明
治
三
十
二
年
逓
信
省
令
第
二
十
四
号
）
第
四

十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
一
月
一
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

証
書
番
号

証
書
の

日
付

船
舶

番
号

船
名

平
成

6
0
0
9

3
.
5
.
2
1

1
3
2
5
0
2
徳
栄
丸

3
5
6
2

8
.
1
0
.
3

1
2
4
3
4
3
第
七
長
島
丸

1
9
8
3

1
3
.
4
.
2

1
2
1
9
2
7
第
三
勘
栄
丸

Ａ
0
5
1
1
1
3
0
8

1
7
.
7
.
4

1
2
6
6
5
3
第
六
十
三
恵
比
須

丸
Ａ
0
8
1
9
1
4
1

2
0
.
1
.
2
2

1
2
7
8
7
2
キ
ン
グ
オ
ブ
ビ
ッ

グ
ス
ト
ー
ン

Ａ
0
8
1
1
1
3
1
2

2
0
.
5
.
2
7

1
3
0
8
7
4
第
一
榮
丸

Ａ
1
0
1
1
1
6
1
3

2
2
.
1
1
.
1
6

1
2
3
2
4
6
陽
光
丸

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
九
十
二
号

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
二
条
の

規
定
に
よ
り
、
同
条
の
土
地
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
の

で
、
砂
防
法
施
行
規
程
（
明
治
三
十
年
勅
令
第
三
百
八
十

二
号
）
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
一
月
一
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

一
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

浜
川

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

イ

次
に
掲
げ
る
土
地
並
び
に
こ
れ
ら
の
土
地
に
接

す
る
河
川
及
び
道
路
の
う
ち
そ
の
接
し
て
い
る
区

間
の
河
川
敷
及
び
道
路
敷

兵
庫
県
美
方
郡
香
美
町
香
住
区
余
部
字
ホ
ウ
キ
ノ
谷

一
六
七
六
番
一
及
び
一
六
七
六
番
二

一
六
七
七
番
か
ら
一
六
八
二
番
ま
で

一
六
八
三
番
一
及
び
一
六
八
三
番
二

ロ

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
九

号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
九
号

を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
区
域
（
イ
に
掲
げ
る
土

地
の
区
域
を
除
く
。）

兵
庫
県
美
方
郡
香
美
町
香
住
区
余
部
字
ホ
ウ
キ
ノ
谷

一
六
七
五
番

一
号

一
六
七
六
番
一

二
号
か
ら
四
号
ま
で

一
六
八
四
番

五
号
及
び
六
号

一
六
八
五
番
一

七
号
か
ら
九
号
ま
で

〇
近
畿
地
方
整
備
局
告
示
第
二
百
六
十
八
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
三
年
十
一
月
一
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
一
月
一
日

近
畿
地
方
整
備
局
長

上
総

周
平

〇
近
畿
地
方
整
備
局
告
示
第
二
百
六
十
七
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
三
年
十
一
月
一
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
一
月
一
日

近
畿
地
方
整
備
局
長

上
総

周
平

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図

面

縦

覧

場

所

八

号

長
浜
市
酢
字
内
狐
五
五
九
番
一
か
ら
同
市
曽
根
町
字
夷
立
一
三
七

八
番
一
ま
で

近
畿
地
方
整
備
局
及
び
同
局
滋

賀
国
道
事
務
所

供
用
開
始
の
期
日

平
成
二
十
三
年
十
一
月
一
日

〇
近
畿
地
方
整
備
局
告
示
第
二
百
六
十
六
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
三
年
十
一
月
一
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
一
月
一
日

近
畿
地
方
整
備
局
長

上
総

周
平

^

道
路
の
種
類

一
般
国
道

_

路

線

名

八
号

`

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

長
浜
市
酢
字
内
狐
五
五
九
番
一
か
ら
同
市
曽
根
町
字
夷
立
一

三
七
八
番
一
ま
で

前後

一
一
・
二
五
〜
二
七
・
五
九

一
一
・
二
五
〜
三
九
・
一
一

〇
・
五
〇
九

〇
・
五
〇
九

a

図
面
縦
覧
場
所

近
畿
地
方
整
備
局
及
び
同
局
滋
賀
国
道
事
務
所

二
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

梶
原
川
（
２
）

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
並
び
に
こ
れ
ら
の
土
地
に
接
す

る
河
川
及
び
道
路
の
う
ち
そ
の
接
し
て
い
る
区
間
の

河
川
敷
及
び
道
路
敷

兵
庫
県
美
方
郡
香
美
町
香
住
区
余
部
字
寺
ノ
谷

一
六
四
〇
番
か
ら
一
六
五
五
番
ま
で

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
九
十
三
号

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
二
条
の

規
定
に
よ
り
、
同
条
の
土
地
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
の

で
、
砂
防
法
施
行
規
程
（
明
治
三
十
年
勅
令
第
三
百
八
十

二
号
）
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
一
月
一
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

一
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

北
の
山
川

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
三
十

五
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
三
十

五
号
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

東
京
都
大
島
町
元
町
字
上
山

二
四
五
番
三

一
号
及
び
二
号

二
四
五
番
二

三
号

二
四
五
番
一

四
号

二
三
二
番

五
号
及
び
六
号

二
三
三
番

七
号

二
四
八
番

八
号
及
び
九
号

二
四
九
番

十
号

二
八
四
番

十
一
号

二
八
三
番

十
二
号

二
八
二
番

十
三
号
及
び
十
四
号

二
八
〇
番

十
五
号

二
七
九
番

十
六
号

三
一
六
番
一

十
七
号
か
ら
十
九
号
ま
で

三
三
七
番
五

二
十
号
及
び
二
十
一
号

三
一
六
番
一

二
十
二
号
か
ら
二
十
七
号
ま
で

二
七
八
番

二
十
八
号
か
ら
三
十
五
号
ま
で

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
九
十
四
号

国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第

七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
土
調
査
の
実
施
に
関
し
て
、

次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
一
月
一
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

一
、
調
査
の
種
類

都
市
部
官
民
境
界
基
本
調
査

二
、
調
査
を
実
施
す
る
者
の
名
称

国
土
交
通
省

三
、
調
査
地
域

茨
城
県

鹿
嶋
市

東
京
都

杉
並
区

神
奈
川
県

横
須
賀
市
、
海
老
名
市

静
岡
県

富
士
市

岡
山
県

岡
山
市

四
、
調
査
期
間

平
成
二
十
三
年
及
び
平
成
二
十
四
年

（
た
だ
し
、
茨
城
県
鹿
嶋
市
、神
奈
川
県
横
須
賀
市
、

海
老
名
市
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
二
年
〜
平
成
二
十

四
年
）

〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
四
百
十
二
号

住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十

一
年
法
律
第
八
十
一
号
）第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関
か
ら
役
員
の
氏
名
等
の
変
更
の

届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
公

示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
一
月
一
日

関
東
地
方
整
備
局
長

下
保

修

一

登
録
番
号

関
東
地
方
整
備
局
長

24

二

登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関
の
氏
名
又
は
名
称

イ
ー
ハ
ウ
ス
建
築
セ
ン
タ
ー
株
式
会
社

�


		2011-10-31T14:50:15+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




